
 ＜ジャパンエックスボウル・第２９回日本社会人選手権・パナソニック２４―２１＞ 

◇１４日◇東京ドーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年ぶり１４度目出場のパナソニックインパルスが２４―２１で、同３年連続７度目の富士通フロン

ティアーズに試合時間残り１分あまりで逆転勝ちし、７年ぶり７度目の優勝を飾った。ＭＶＰはパナソ

ニックＱＢ高田鉄男（３４）が獲得した。 

 

 パナソニックは来年１月３日の日本選手権「ライスボウル」（東京ドーム）で、学生王者の立命館大学

パンサーズと対戦する。 

 

 【第１クオーター】 

 

 ハーフタイムショー特別ゲストのＭａｙ Ｊ．がコイント

ス。パナソニックのレシーブで試合開始となった。ＤＢ辻が

キックオフリターン、パナソニックは自陣２５ヤードからの

攻撃となった。最初はＲＢ横田の連続ラン。ファーストダウ

ンを獲得した。パナソニックは、さらに横田が走る。ＲＢ須

賀も走るがファーストダウンを獲得には至らない。 

 

 富士通は自陣１０ヤードからの攻撃。ＱＢキャメロンがＲ

Ｂ後藤へ２９ヤードのパスでファーストダウンを獲得した。

さらにＷＲ強へのパスなどで敵陣２５ヤードまで進むと、ＷＲ中村へのパス、ＷＲ強へのパスで８ヤー

ドまで入り込む。すると、ここでパナソニックの反則でゴールまでは４ヤード。スペシャルプレーは不

発に終わり、４ヤードロスしたが、７分１９秒、ＱＢキャメロンからＴＥ水野へのパスで８ヤードの先



制ＴＤを奪った。Ｋ西村のＴＦＰキックも決まって、富士通が

７―０とした。 

 

 対するパナソニックは自陣１０ヤードからの攻撃。ＲＢ横田

のランで４ヤード、ＱＢ高田からＷＲ本多へパスで１ヤード進

む。そして、ＷＲ頓花へのパスでは自陣４３ヤードまで進み、

ファーストダウンを獲得した。しかし、この後、ＱＢ高田が富

士通ＤＬ木村にサックされてしまう。 

 

 富士通は自陣３０ヤードからの攻撃。ＷＲ中村へのパスで８ヤード進むと、続くＲＢ神山のランでフ

ァーストダウンを獲得した。さらに神山のランで７ヤードをゲイン。そして、ＷＲ宜本潤へのパスでフ

ァーストダウンを更新した。次のＷＲ中村へのロングパスは惜しくも不成功となり、ＱＢキャメロンは

フェイクパントを見せる。しかし、不成功に終わった。続くパナソニックの攻撃は自陣３７ヤードから。

しかし、なかなか前進できない。ここで第１Ｑが終了となった。 

 

 【第２クオーター】 

 

 富士通の攻撃に代わり、自陣１９ヤードからＷＲ宜本潤へ

のパス、ＲＢ神山のランで前進し、ファーストダウンを獲得

する。さらにＱＢキャメロンがＷＲ中村へのパスでファース

トダウンを更新。スクリーンパスも決まり、敵陣に入り込ん

だが、次のロングパスは決まらず、攻守交代となった。 

 

 パナソニックは自陣１４ヤードからの攻撃。ＱＢ大原が高

田に代わって登場した。すると、ＲＢ横田のランで２７ヤー

ドまで進み、ファーストダウンを獲得する。そして、ＲＢ須賀へのプレーアクションパスも決まり、自

陣４５ヤードまで進む。その後、敵陣４８ヤードまで入るが、ファーストダウン更新には至らない。 

 

 

 富士通は自陣１７ヤードからの攻撃。ＷＲ中村へのパスなどで３９ヤードまで進み、ファーストダウ

ンを獲得する。しかし、続いて右サイドを走ったＷＲ中村へのロングパスは決まらない。 

 

 パナソニックの自陣２０ヤードからの攻撃に代わり、ＲＢ横田のランで４６ヤードのロングゲイン、

敵陣３４ヤードまで前進した。そして、ＲＢ須賀のランでさらに進むと、敵陣１８ヤードでファースト

ダウンを獲得する。ここでＱＢ高田は３連続パス。１回目不成功、２回目は４ヤードに止まったが、３

回目にＷＲ頓花が敵陣９ヤードまで進む。しかし、ファーストダウンを獲得には至らない。すると、パ

ナソニックは４ｔｈダウンギャンブル。ＲＢ横田が走るが、ノーゲイン。ギャンブルは不成功に終わっ

た。 



 

 富士通の攻撃に代わり、ＱＢキャメロンはパスを選

択した。ところが、それをパナソニックＤＢポーリー

がキャッチし、３２ヤードのパスインターセプトリタ

ーンＴＤ。１４分３７秒、Ｋ佐伯栄のＴＦＰキックも

決まり、前半は同点で折り返した。 

 

 ◆パナソニックＤＢポーリー 一時期はケガをし

ていたが、戻ってチームプレーができて良かった。富

士通はオフェンスがすごくいいチームなので、全員で

キャメロンを止めようと思っていた。 

 

 【第３クオーター】 

 

 富士通はＷＲ中村が自陣１７ヤードまでリターン。ここからＱＢキャメロンからＷＲ宜本潤への連続

パスでファーストダウンを獲得した。しかし、キャメロンがＤＬジョーンズにサックされてしまう。 

 

 パナソニックの攻撃は、富士通キッキングチームの

反則もあって、敵陣４７ヤードから。するとＷＲ遠藤

が敵陣２７ヤードまで走り込んだ。続くＲＢ須賀への

パスは不成功となるが、次は須賀のランで１８ヤード

まで進んだ。しかし、ＴＤには至らず、パナソニック

はＦＧトライ。ここでＫ佐伯栄が３５ヤードをきっち

り決め、１０―７と逆転に成功した。 

 

 追う立場になった富士通は自陣２４ヤードからの

攻撃。ＲＢ金のランなどでファーストダウンを獲得した。さらにＱＢキャメロンがＴＥ水野へロングパ

スを決め、敵陣３２ヤードまで進んだ。さらにＲＢ後藤のランで１１ヤードと５ヤードをゲイン。１６

ヤードまで入り込む。水野へのＴＤパスは不成功に終わるも、続くＷＲ宜本潤への１６ヤードＴＤパス

が決まった。９分７秒、Ｋ西村のＴＦＰキックも決まり、富士通が１４―１０と再びリードを奪った。 

 

 パナソニックの攻撃は自陣３４ヤードから。ＲＢ横田が走って前進する。しかし、続くプレーではフ

ァーストダウンを獲得には至らない。富士通の自陣３０ヤードからの攻撃に代わり、ＲＢ神山が５ヤー

ドをゲインする。しかし、次のプレーではパナソニックＤＬ梶原にロスタックルを食らってしまう。 

 

 パナソニックの攻撃は自陣３０ヤードから。ＱＢ大原に代わり、ＲＢ須賀が５ヤード走る。さらに３

ヤード進むと、須賀が自陣４５ヤードまで走ってファーストダウンを獲得した。しかし、その後は攻撃

は富士通のディフェンスが圧力をかける。ここで第３Ｑが終了した。 



 

 【第４クオーター】 

 

 富士通の攻撃に代わり、自陣１０ヤードからＱＢキャメ

ロンがＷＲ中村へ５９ヤードのロングパスを決め、敵陣３

１ヤードまで進む。さらに５ヤード前進したところで、パ

ナソニックＤＢ中村がパスインターフェアの反則。これで

また１５ヤード前進した。キャメロンはパナソニックＤＬ

モトゥにＱＢサックを浴びて８ヤードロスするが、すぐに

１１ヤードを自身で走って、ファーストダウンを獲得した。

ところが、直後のパスをパナソニックＬＢ相馬からインタ

ーセプトを食らってしまう。 

 

 ４点差追うパナソニックは自陣２０ヤードからの攻撃に。ＲＢ須賀のランでファーストダウンを獲得

するが、続く攻撃では、ＱＢ高田が富士通ＬＢニクソンにサックされてしまう。 

 

 富士通は自陣３７ヤードからの攻撃。ＱＢキャメロンのスクランブルラン、キープランでファースト

ダウンを獲得した。するとＷＲ中村へ３２ヤードのロングパスも決まり、一気に敵陣１１ヤードまで攻

め込んだ。ここでキャメロンはＴＥ水野へパス。ゴール前２ヤードに進むと、ＷＲ秋山へのＴＤパスが

決まった。９分５６秒、Ｋ西村のＴＦＰキックも決まって、富士通は２１―１０と点差を広げた。 

 

 残り７分４秒で、パナソニックは自陣４８ヤードからの攻撃。ＱＢ高田の最初のパスは不成功となり、

さらに富士通木村にＱＢサックを浴びてしまう。４ｔｈダウンギャンブルで須賀が走るが、ファースト

ダウンを獲得には至らない。 

 

 富士通は試合時間残り５分２１秒からの攻撃。ところが、ＱＢキャメロンの最初パスがパナソニック

ＬＢ松永にインターセプトされてしまう。パナソニックは攻撃権を得ると、いきなりＱＢ高田からＷＲ

頓花への４２ヤードＴＤパスが決まった。これで１６―２１。パナソニックは２点コンバージョンを狙

うが、これは不成功に終わった。 

 

 ◆パナソニックＬＢ松永 ＱＢがロールしたのが見えたので、寄っていったらボールが入ってきた。

これ以上ないインターセプトだった。相手のパスカバーでＬＢが少しでもＤＢの助けになろうと意識し

た。ＤＢと連携できた。自分では初めての（社会人）日本一で最高としか言えない。 

 

 ◆パナソニック・荒木監督 あそこで、松永がインターセプトしてくれたのは大きかった。 

 

 富士通の攻撃は自陣１２ヤードから。ＲＢ後藤のランは４ヤードロス、続くパスも不成功。さらなる

パスは成功も４ヤードしかゲインできず、攻守交代となった。 



 

 ここでパナソニックはＤＢポーリーがパントリター

ンし、敵陣３３ヤードまで進む。残り時間は３分２８秒。

ここからパナソニックは、ＱＢ高田がＷＲ小山へパスを

決め、敵陣１７ヤードまで進む。残り時間２分１２秒で

高田はスクランブルランを見せるが、ノーゲイン。続く

ランプレーも富士通ディフェンスが圧力をかけ、２ヤー

ドしか進めない。しかし、ここで高田から小山へ起死回

生の１５ヤードＴＤパスが決まる。残り１分１１秒、高

田は自身で２点コンバージョンのランも決め、パナソニ

ックが２４―２１と逆転した。 

 

 ◆パナソニックＷＲ小山 日頃から（高田）鉄男さんに「（スペースが）空いていたら俺を見て」と言

われていた。あの時は、普段のコースを走らずに鉄男さんを見ていたら、ボールが来た。相手を抜いた

らフリーだった。 

 

 残り１分６秒で富士通の攻撃は自陣２４ヤードから。ＱＢキャメロンのパスは３連続不成功となり、

残りは４４秒となる。４ｔｈダウンでキャメロンはスクランブルランを見せるが、ボールをファンブル。

これをパナソニックＬＢ相馬が押さえた。 

 

 残り３６秒でパナソニックはビクトリーフォーメーションに。時計を進め、パナソニックの逆転勝利

が決まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆パナソニック・荒木監督 最後まで誰もあきらめなかった。ぜんぜん勝てると思っていた。選手が

人間として成長してくれた。ライスボウルで社会人が学生に負けているようでは、アメリカンフットボ

ールにこれ以上の発展はない。しっかり準備して最高の試合をしたい。 



 

 ◆パナソニックＬＢ高山（主将） 接戦にならなければ、勝てないと思っていた。そこでみんなに勝

利への執念があった。リードされても、逆転されても「いつも通りやろう」とチームを信じた。ライス

ボウルの相手、立命大は守備とランプレーのチームでウチと似ているが、ファンダメンタルをしっかり

して、全員フットボールで戦う。 

 

 ◆パナソニックＱＢ高田 （ＭＶＰをいただいたが）最後の方しか何もできなくて、みんなで勝ち取

った勝利だと思う。昔やったら負けていたが、あきらめない気持ちが強かったから勝てた。ライスボウ

ルは母校とやれるのでうれしいの一言。 

 

 ◆富士通・藤田智ヘッドコーチ 向こうがよく守った。コービーだけのせいではない。どちらかのミ

スで一瞬で流れが変わる試合。ウチはゴール前でインターセプトされるという、いらないプレーが失点

につながり、残念だった。ゴードンがいない影響はないと言えばウソになるが、だからといって負けた

訳じゃない。 

 

 ◆富士通ＱＢキャメロン （パナソニックは）グッドディフェンス。こちらのオフェンスにしっかり

対応してきた。 

 

 ◆富士通ＤＢ今井（主将） 自信はあったが、勝負でやられた。力は出し切れたが、ミスも自分たち

の実力。また来年、出直しです。 

 

【日刊スポーツ 吉池 彰】 


